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災害時透析医療に関するアクションプラン作成



区中央部 アクションプラン

対
象
A

対
象
B

内
容

対
策
例

文
京
区

台
東
区

中
央
区

港
区

千
代
田
区

1
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

自
衛
隊
・
水
道
局

【
区
ご
と
】
行
政
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
下
記
に
つ
い
て
事
前

に
決
め
て
お
く

ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
連
絡
す
る
か
（
施
設
ご
と
？
代
表
施
設
か
ら
？
）
施
設
ご
と
区
へ
依
頼
す
る
。
区
内
施
設
で
は
情
報
共
有
す
る
。

ま
た
は
、
代
表
施
設
か
ら
区
へ
連
絡
す
る
。

各
連
絡
先
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
。

何
を
依
頼
す
る
か
（
延
長
ホ
ー
ス
、
加
圧
ポ
ン
プ
、
場
所
）

給
水
車
の
停
車
位
置
を
予
め
行
政
と
共
有
し
て
お
く
。

水
道
局
ま
た
は
自
衛
隊
の
給
水
車
か
ら
給
水
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
も
の
を
準
備
し
て
お
く
。

ホ
ー
ス
の
形
状
、
ポ
ン
プ
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
。

区
内
の
ど
の
施
設
は
給
水
を
受
け
ら
れ
る
か
整
理
し
て
お
く

各
区
で
給
水
が
受
け
ら
れ
る
施
設
が
あ
る
か
否
か
を
整
理
し
て
お

く
。

【
施
設
ご
と
】
各
施
設
は
給
水
を
受
け
ら
れ
る
か
事
前
に
検
討

す
る

水
道
局
・
自
衛
隊
か
ら
の
給
水
が
決
定
し
た
あ
と
、
ど
の
よ
う
な
手

順
で
給
水
を
受
け
る
か
を
検
討
す
る

施
設
管
理
部
門
に
給
水
車
の
手
配
を
依
頼
し
、
透
析
室
ス
タ
ッ
フ
は

配
管
切
り
替
え
な
ど
の
準
備
を
す
る
。

延
長
ホ
ー
ス
は
必
要
か
そ
の
長
さ
は
？
、
加
圧
ポ
ン
プ
は
必
要
か

延
長
ホ
ー
ス
の
準
備
や
施
設
の
改
修
を
進
め
る
。

給
水
位
置
を
確
認
し
、
ホ
ー
ス
の
長
さ
、
ポ
ン
プ
の
動
作
確
認
を
す

る
。

ど
こ
に
駐
車
し
て
も
ら
う
か

給
水
車
の
停
車
位
置
を
予
め
確
認
、
行
政
と
調
整
し
て
お
く
。

施
設
内
の
連
絡
体
制

災
害
対
策
本
部
、
施
設
部
門
、
透
析
担
当
部
門
（
医
師
・
技
士
・
看

護
師
等
）
、
警
備
で
上
表
共
有
す
る
。

訓
練

行
政
・
施
設
内
で
事
前
訓
練
を
実
施
す
る
。

2
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

電
力
会
社

【
区
ご
と
】

自
家
発
電
設
備
の
有
無
を
把
握

区
内
の
整
備
状
況
を
確
認
し
て
お
く
。

電
源
車
の
依
頼

対
応
の
可
否
を
確
認
し
て
お
く
。

【
施
設
ご
と
】

自
家
発
電
設
備

停
電
時
の
対
応
を
確
認
す
る
。
2
0
0
V
系
も
非
常
電
源
か
。
燃
料
の

確
保
方
法
・
定
期
点
検
を
行
っ
て
い
る
か
。

3
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
区
ご
と
】

連
携
・
協
定
医
療
機
関
は
決
め
て
い
る
か

連
携
・
協
力
機
関
が
決
定
し
て
い
あ
れ
ば
、
そ
の
情
報
を
行
政
と
共

有
し
て
お
く
。
な
い
場
合
は
、
無
い
旨
も
共
有
い
て
お
く
。

施
設
間
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
い
る
か

人
的
支
援
や
要
請
、
物
品
の
支
援
を
す
る
の
か
決
め
て
お
く

下
記
の
解
釈
に
基
づ
き
、
区
内
で
情
報
共
有
し
て
お
く
。

派
遣
に
関
す
る
法
律
上
の
解
釈
は
下
記
の
と
お
り

①
自
所
属
以
外
の
病
院
の
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
い
て
従
事
す
る

場
合
は
、
派
遣
元
と
派
遣
先
と
の
派
遣
契
約
が
必
要
に
な
る
。

②
自
所
属
の
病
院
の
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
い
て
従
事
す
る
場
合

は
、
活
動
は
可
能
。

※
上
記
に
つ
い
て
、
東
京
労
働
監
督
署
へ
電
話
に
て
確
認
済
（
福
祉

保
健
局
の
回
答
）

関
連
施
設
で
の
人
的
支
援
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
予
め
体
制
を
構
築
し

て
お
く
。
物
品
も
同
様
に
確
認
し
て
お
く
。

被
災
状
況
を
共
有
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
準
備
す
る
か

T
o
kyo

D
IE
M
A
S
以
外
の
手
段
も
検
討
す
る
。

患
者
の
采
配

区
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
体
制
を
確
認
す
る
。
区
内
の

体
制
が
別
途
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

【
施
設
ご
と
】

区
内
施
設
と
連
絡
を
と
れ
る
ス
タ
ッ
フ
は
明
確
か

自
施
設
の
透
析
担
当
者
お
よ
び
災
害
対
策
担
当
が
区
内
施
設
の
連
絡

方
法
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
情
報
を
受
け
ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ
は
明
確
か

区
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
連
絡
は
誰
が
受
け
る
か
を
共
有
し
て
お

く
。

透
析
条
件
、
記
録
を
受
け
入
れ
施
設
に
共
有
す
る
方
法
の
検
討

手
帳
を
用
い
た
日
頃
か
ら
患
者
と
共
有
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
に

よ
る
送
信
な
ど
。

患
者
情
報
リ
ス
ト
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
決
め
て
お
く

受
入
れ
要
請
す
る
際
、
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
体
制
を

確
認
し
て
お
く
。

4
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

卸
【
区
ご
と
】

災
害
時
の
納
品
体
制

治
療
継
続
可
能
施
設
に
優
先
的
に
物
品
を
納
品
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
考
え
て
お
く
。
他
県
や
都
か
ら
の
寄
付
を
速
や
か
に
配
布
で
き
る

よ
う
体
制
を
構
築
し
て
お
く
。

情
報
共
有
体
制
の
検
討

区
内
の
物
品
供
給
体
制
を
共
有
す
る
体
制
を
確
立
し
て
お
く
。

【
施
設
ご
と
】

災
害
時
の
納
入
業
者
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
く

物
流
部
門
（
P
FI事
業
部
な
ど
）
と
確
認
し
て
お
く
。

災
害
用
備
蓄
（
透
析
用
材
料
等
）

自
施
設
の
災
害
用
備
蓄
品
の
数
を
確
認
し
て
お
く
。

5
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

患
者

【
区
ご
と
】

患
者
教
育
の
内
容
を
共
有
し
て
お
く

東
京
都
福
祉
保
健
局
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
す
る

搬
送
手
段
の
検
討

患
者
と
搬
送
手
段
の
選
択
肢
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
共
有
し
て
お

く
。

患
者
の
安
否
情
報
を
行
政
と
共
有
す
る
方
法
を
検
討
し
て
お
く

行
政
は
各
避
難
所
で
患
者
（
住
民
）
の
安
否
情
報
を
把
握
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
。
確
認
し
た
患
者
の
安
否
情
報
、
透
析
予
定
に
つ
い

て
、
行
政
と
医
療
機
関
で
情
報
共
有
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。
透

析
患
者
の
安
否
確
認
を
、
行
政
主
導
で
行
う
か
、
医
療
機
関
主
導
で

行
う
か
を
決
め
て
お
く
。

【
施
設
ご
と
】

患
者
か
ら
施
設
へ
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
く

通
院
し
て
い
る
医
療
機
関
の
連
絡
先
を
患
者
に
携
帯
さ
せ
る
。

定
期
的
な
リ
マ
イ
ン
ド
が
必
要
。

患
者
ご
と
に
災
害
時
の
受
入
候
補
施
設
を
決
め
て
お
く

連
携
施
設
の
検
討

患
者
教
育
の
実
施

自
己
止
血
や
災
害
時
の
身
の
守
り
方
、
避
難
所
で
透
析
患
者
で
あ
る

こ
と
申
し
出
す
る
こ
と
の
周
知
、
そ
の
後
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
説

明
し
て
お
く
。

透
析
情
報
の
共
有
方
法
を
確
認

手
帳
、
電
子
的
共
有
方
法
な
ど
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
。

被
災
時
に
、
相
関
図
に
あ
る
各
役
割
（
患
者
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
病
院
、
行
政
、
実
行
委
員
会
ほ
か
）
間
で
ど
う
い
っ
た

情
報
を
交
換
す
る
の
か
、
そ
の
内
容
、
手
順
を
整
理
し
て
い
く
。
基
本
的
に
は
区
ご
と
に
優
先
順
位
を
決
め
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
区
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
で
重
点
項
目
を
設
置
す
る
こ
と
も
考
慮
し
て
い
く
。
各
項
目
は

実
行
委
員
会
で
仮
作
成
し
た
状
態
な
の
で
、
今
後
適
宜
更
新
し
て
い
く
が
、
な
る
べ
く
区
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
で
共
通
の
項

目
を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

取
組
状
況
を

記
載



6
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

送
迎
会
社

【
区
ご
と
】

区
内
の
搬
送
手
段
を
把
握
し
て
お
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
公
的
手
段
が
あ
る
か
、
あ
る
場
合
は
ど
う

利
用
で
き
る
か
を
確
認
し
て
お
く
。
民
間
の
搬
送
業
者
は
何
社
あ

り
、
連
絡
先
を
把
握
し
て
お
く
。

民
間
業
者
と
の
連
携

タ
ク
シ
ー
業
者
な
ど
と
の
協
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

避
難
所
か
ら
の
搬
送

行
政
と
事
前
に
連
携
体
制
を
確
認
す
る
。

【
施
設
ご
と
】

患
者
が
手
配
す
る
の
か
、
施
設
が
手
配
す
る
の
か
決
め
て
お
く

施
設
が
業
者
に
搬
送
可
能
か
を
確
認
、
受
け
入
れ
患
者
の
搬
送
依

頼
、
業
者
か
ら
患
者
へ
集
合
場
所
、
時
間
を
連
絡
す
る
な
ど
の
体
制

に
つ
い
て
決
め
て
お
く
。

連
絡
体
制

施
設
内
の
担
当
者
を
決
め
て
お
く
。

各
段
階
に
お
い
て
、
何
を
確
認
す
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
お
く
。

緊
急
車
両
登
録
の
手
順
が
明
確
か
、
契
約
外
の
患
者
も
受
け
入
れ
可

能
か
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
。

送
迎
車
両
の
仕
様
は
ど
う
か

車
椅
子
で
の
乗
車
が
可
能
か
、
独
歩
患
者
の
乗
車
が
で
き
る
の
か
な

ど
を
確
認
し
て
お
く
。

自
施
設
の
搬
送
車
両
に
つ
い
て

緊
急
車
両
の
登
録
を
速
や
か
に
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
考
え
て
お

く
。

7
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

区
代
表
施
設

【
区
ご
と
】

受
け
入
れ
態
勢
の
確
認

自
施
設
内
や
連
携
施
設
で
は
対
応
で
き
な
い
内
容
を
、
区
代
表
に
報

告
す
る
。
区
代
表
は
、
D
IE
M
A
S
も
用
い
て
、
情
報
を
整
理
し
、
患

者
を
区
内
で
采
配
す
る
。
各
施
設
、
行
政
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ま
た

は
透
析
を
依
頼
す
る
。

中
距
離
移
送
（
近
隣
の
県
な
ど
）
に
な
っ
た
場
合
の
対
応

候
補
患
者
の
区
内
情
報
共
有
体
制
を
検
討
す
る
。

8
患
者

避
難
所
・
救
護
所

【
区
ご
と
】

患
者
自
身
が
避
難
所
お
よ
び
救
護
所
で
伝
え
る
べ
き
自
分
の
身
体
情

報
は
持
っ
て
い
る
か
。
理
解
し
て
い
る
か
。

透
析
患
者
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
防
災
の
手
引
き
：
東
京
都
福
祉
保
健

局
）
を
活
用
す
る
。

避
難
所
で
被
災
透
析
患
者
が
名
乗
り
出
た
時
の
行
政
区
ま
で
情
報
の

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

町
会
へ
体
制
を
案
内
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
の
追
記
依
頼
。
行
政
の
対
応

に
つ
い
て
依
頼
。

9
送
迎
会
社

区
【
区
ご
と
】

協
定
の
締
結

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
用
継
続
と
透
析
患
者
の
搭
乗
可
否
に
つ
い

て
確
認
す
る
。

1
0
送
迎
会
社

区
代
表
施
設

【
区
ご
と
】

透
析
患
者
が
搭
乗
可
能
な
民
間
送
迎
が
あ
る
場
合

連
絡
体
制
の
検
討
、
被
災
時
の
ル
ー
ト
の
共
有
方
法
、
患
者
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

1
1
区
代
表
施
設

卸
【
区
ご
と
】

災
害
時
の
納
品
体
制

治
療
継
続
可
能
施
設
に
優
先
的
に
物
品
を
納
品
で
き
る
よ
う
に
、
区

内
施
設
の
状
況
を
卸
と
共
有
す
る
方
法
を
検
討
す
る
。
協
定
を
結

び
、
被
災
時
の
後
日
請
求
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

1
2
区
代
表
施
設

ブ
ロ
ッ
ク
長
・
実
行
委
員
会患
者
采
配

C
O
V
ID
1
9
に
よ
り
患
者
を
他
施
設
へ
受
け
入
れ
要
請
す
る
場
合
の

フ
ロ
ー
に
従
い
患
者
を
采
配
す
る
。

1
3
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
実
行
委
員
会東
京
都
透
析
医
会

ブ
ロ
ッ
ク
外
、
他
県
へ
患
者
を
避
難
さ
せ
る
方
法
は
決
め
て
い
る

か
。

移
送
患
者
情
報
の
共
有
方
法
は
整
理
し
て
あ
る
か
。

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
采
配
が
で
き
な
い
場
合
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
東
京
都
透

析
医
会
に
連
絡
し
支
持
を
仰
ぐ
。
ブ
ロ
ッ
ク
外
で
受
け
入
れ
可
能
な

場
合
は
、
受
け
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
連
絡
し
、
以
後
は

受
け
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
で
対
応
し
て
も
ら
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
外
で
も
対
応

で
き
な
い
場
合
は
中
距
離
搬
送
の
準
備
に
入
る
。

1
4
区
代
表
施
設

区
【
区
ご
と
】

避
難
所
・
救
護
所
か
ら
の
情
報
は
共
有
で
き
る
か
体
制
に
な
っ
て
い

る
か
。

各
区
の
受
け
入
れ
可
能
状
況
を
行
政
に
伝
え
る
方
法
は
、
D
IE
M
A
S

と
連
絡
網
を
用
い
る
。
行
政
か
ら
の
受
け
入
れ
要
請
（
避
難
所
・
救

護
所
の
透
析
患
者
）
に
つ
い
て
は
、
各
区
の
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
中
心

に
采
配
す
る
。
采
配
決
定
後
の
患
者
搬
送
は
、
受
け
入
れ
施
設
と
行

政
と
で
直
接
調
整
す
る
。

中
距
離
搬
送
に
な
っ
た
場
合
、
ブ
ロ
ッ
ク
外
、
他
県
へ
患
者
を
避
難

さ
せ
る
方
法
は
決
め
て
い
る
か
。

各
区
は
東
京
都
の
支
持
に
従
い
、
患
者
を
受
け
入
れ
施
設
へ
搬
送
す

る
。
誰
を
ど
こ
に
搬
送
す
る
か
は
、
区
代
表
に
情
報
が
集
約
さ
れ
る

よ
う
に
す
る
。

給
水
を
依
頼
す
る
手
順
は
明
確
か
。

施
設
ご
と
に
依
頼
す
る
か
、
取
り
ま
と
め
て
依
頼
す
る
か
を
検
討
す

る
。

1
5
避
難
所
・
救
護
所

区
【
区
ご
と
】

E
M
ISの
避
難
所
・
救
護
所
情
報
へ
は
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

か
。

行
政
内
で
検
討

情
報
の
共
有
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

行
政
内
で
検
討

避
難
透
析
患
者
の
采
配
方
法
を
周
知
す
る
。

行
政
内
で
検
討

1
6
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
実
行
委
員
会区

【
区
ご
と
】

中
距
離
搬
送
に
な
っ
た
場
合
の
連
携
方
法
を
検
討
す
る
。

中
距
離
搬
送
に
な
っ
た
場
合
、
各
区
の
副
代
表
は
、
行
政
の
支
持
に

従
い
、
区
内
の
施
設
と
連
携
し
て
患
者
を
受
け
入
れ
施
設
へ
搬
送
す

る
。
誰
（
匿
名
）
を
ど
こ
に
搬
送
す
る
か
を
、
実
行
委
員
内
で
共
有

す
る
。

1
7
区

地
域
・
東
京
都
災
害
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

【
区
ご
と
】

災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
状
況
を
共
有
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
か
。

行
政
の
災
害
時
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
が
あ
る
か
。

行
政
内
で
検
討

1
8
区

都
【
区
ご
と
】

給
水
要
請
に
対
し
て
、
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
。

行
政
内
で
検
討

中
距
離
搬
送
に
な
っ
た
場
合
の
ブ
ロ
ッ
ク
外
、
他
県
へ
患
者
を
避
難

さ
せ
る
方
法
は
決
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
移
送
患
者
情
報
を
行
政
内

で
共
有
す
る
方
法
は
整
理
し
て
あ
る
か
。

行
政
内
で
検
討

1
9
都

東
京
都
透
析
医
会

ブ
ロ
ッ
ク
内
で
共
助
で
き
な
い
場
合
、
中
長
距
離
移
送
す
る
手
順
は

明
確
か
。

取
組
状
況
を

記
載





➢ ブロック長、副ブロック長、ブロック担当臨床工学技士が登録するLINEオー

プンチャットを作成

区中央部ブロック② （港区・文京区・台東区・中央区・千代田区）

LINEオープンチャットを用いた連絡網の構築

➢ ブロック長などが参加しているメーリングリストとあわせて、緊急時および通

常時の連絡補助として活用している



➢ 区内透析施設間において、LINEによる緊急連絡網を作成

➢ LINEでのやりとりではスタンプを活用するなど、端末の電池をなるべく消費
しないように工夫

➢ 集合による使用訓練を2回実施

区中央部ブロック③ （千代田区）

➢ 令和６年1月より、月1回の（非集合形式の）伝達訓練を開始した

LINEによる連絡網の構築



➢ メーリングリストの他に、LINEオープンチャットを用いて、２つの連絡網を
構築した。

① 文京区の関係者であれば誰でも入ることができるオープンチャット

➢ 奇数月に伝達訓練を行う

区中央部ブロック④ （文京区）

LINEオープンチャットを用いた連絡網の構築

・災害時にLINEが流れていかないよう、レスポンスは基本的にフェイスマークを用いて
行う
・千代田区の事例を参考に実施

② 施設（透析室）責任者のオープンチャット

…各施設の医師・看護師・臨床工学技士から、一人ずつは必ず登録することとしている。

…責任者のみのオープンチャットがほしいという要望があり作成

更新



➢ 震度6弱以上の地震発災時、道路交通法及び災害対策基本法により交通規制が実
施されることから、区内の透析施設と交通規制が実施される道路との位置関係を
整理

➢ グループ分けは、情報連絡網に活用するとともに、支援透析にも活用

➢ 区内の透析施設の所在地を、道路によって分けられたエリアによって７つのグ
ループに分け、グループごとに発災時の連絡系統を作成

区南部ブロック① （大田区）

（各施設→幹事施設→副ブロック長→ブロック長）
※幹事施設や副ブロック長に連絡がつかない場合は、それらを飛び越して上部に報告する

第一次交通規制（道路交通法）
◼ 環状七号線から都心方向への車両の通行を禁止
◼ 環状八号線から都心方向への車両の通行を抑制
◼ 7路線が「緊急自動車専用路」となり、緊急自動車

専用となる

第二次交通規制（災害対策基本法）
◼ 35路線のうち必要な路線が「緊急交通路｣に

指定され、災害応急対策に従事する車両以外
は通行不可となる

発災時の交通規制を考慮したグループ分け①



発災時の交通規制を考慮したグループ分け②

区南部ブロック① （大田区） 更新

【報告事項】
透析医療の可否、被災状況、主な不足物品、
透析要請の要否、患者移送手段と要否、透析受入の可否
ボランティア派遣可能か、その他



被災状況の情報収集・共有の流れ

区南部ブロック② （大田区） 新規

情報共有情報収集

＜大田区方式＞

・DIEMAS
・メーリングリスト
・連絡網

災害時リアルタイム集計表
（リアルタイム被災報告）

・ブロック長
・副ブロック長
・行政（大田区）

Fax

・東京都区部災害時透析医療ネットワーク

・行政（東京都保健医療局）

・日本透析医会災害時情報ネットワーク・リアルタイム被災報告

「災害時リアルタイム集計表（リアルタイム被災報告）」

• PCまたはスマホでQRコードから「リアルタイム被災報告」にアクセス。

Googleフォームに入力すると、「災害時リアルタイム集計表」に直接入力される仕組み。

• 発災時、被災状況をリアルタイムで確認する目的で、行政と情報共有、「災害時リアルタイム集計表」
の情報は 経時的な状況変化を見ることが可能。

• 不足情報はDIEMASとメーリングリストから収集。



災害時情報連絡訓練の実施

区南部ブロック③ （大田区） 新規

➢ 区内透析医療機関がリアルタイム状況報告を入力し、
 区と副ブロック長で連携して情報収集する訓練を実施した。
（同日、品川区でも同様の訓練を実施）

➢ 各透析医療機関は、災害時の情報通信手段を確認した。
 ※リアルタイム被災報告、TokyoDIEMAS、メーリングリスト、連絡網

➢ 区は、本部における区内透析医療機関の状況把握方法及び関係各所との
 情報共有の流れを確認した。
 ※区本部⇔避難所、緊急医療（軽症者）救護所、地区医師会、医療対策拠点等

大田区の情報共有手段

【災害時グループウェア】
⇔緊急医療（軽症者）救護所、地区医師会、医療対策拠点等

【総合防災情報システム】
⇔避難所



➢ 透析クリニックについて災害時の通信インフラを整備することは容易ではない。

➢ 関連施設では、既に導入していた、「Iridium GO」衛星通信サービス（4端末）

に加え、「Starlink」衛星通信サービス（5端末）を導入。

➢ 実際に災害時に運用した経験はないが、災害時の活用が期待できるレベルの体制

整備を、比較的低予算で実現することが出来た。

区南部ブロック③ （品川区）

災害時通信手段確保の例示①

「Iridium GO」 「Starlink Gen3」

新規



区南部ブロック③ （品川区）

災害時通信手段確保の例示②

新規

・Wi-Fiルーター機能を搭載した衛星通信モデム。小型軽量で持ち運びが容易。起動から
衛星通信確立までの時間は早い。

・Wi-Fiで接続したスマートフォン上のアプリを使用して通信を行う。アプリに電話機能
が標準装備。

・バッテリーは通話時間5.5時間、待受時間15.5時間まで対応。

・同時接続は５台まで。電話、メールの使用方法において、やや複雑なルールがある。

・バッテリーフル充電に4～5時間必要。かなり開けた場所でないと衛星通信が確立しない。

・メールに文字制限あり（160文字まで）。イリジウム宛のメールは半角英数字表記のみ
使用可。

・インターネット上の各種サービスははほぼ利用出来ない。

「Iridium GO」

メリット・デメリット



区南部ブロック③ （品川区）

災害時通信手段確保の例示③

新規

・Wi-Fiルーター機能を搭載した衛星通信モデム。通信速度が極めて速く、インターネット上
のほぼすべてのサービスが利用できる。平時であれば動画サービスの視聴も可能。屋内でも、
窓際であれば、衛星通信が確立されることもある。

・設定は、Wi-Fiで接続したスマートフォン上のアプリを使用して通信を行うが、インター
ネットの利用はアプリがインストールされていない端末でも、Wi-Fi接続できる端末であれば
利用可。

・バッテリーは付属しておらず、電源は別途確保が必要。電力消費量は多い。起動から通信確
立までに時間がかかる。

・アプリに電話機能はない。電話を行うためには、別途、インターネット電話アプリ等が必要。

・日本国内では、移動中の利用は出来ない（規制のため）。それなりの大きさの動作音がある。

・システム全体でそれなりの大きさと重量があり、ポータブル電源や発電機を共に持ち運ぶ必
要があるため、携行出来なくはないが、容易ではない。

メリット・デメリット

「Starlink Gen3」



➢ グループ長会
区西南部ブロック所属医療機関代表者による会議通常年3回程度開催(対面 or 
Web会議) 昨年度の振り返り、新年度の目標設定、各区の取り組みの進捗状況
の報告、ブロック会の相談などを行う

区西南部ブロック① （渋谷区・世田谷区・目黒区）

ブロックの取り組み

➢ 区西南部ブロック会(2024年度までに計20回開催)

災害時透析医療研究会

 毎年11月頃に開催 各区の取り組みの発表、招請講演など

災害時透析医療シミュレーション訓練

主に3月に開催、災害発生時の医療機関の

対応をシミュレーション

日赤医療センターに集合し、医師、

看護師、臨床工学技士、行政担当者

などが参加

新規



➢ 渋谷区でのグループ会の発足

➢ 幹線道路との位置関係により、区内透析施設を①渋谷～恵比寿地区、②代々木～
新宿地区、③笹塚～幡ヶ谷地区に分類し、各地区内で災害時の透析を補完しあう
体制を構築する。

区西南部ブロック② （渋谷区）

災害時透析医療システム構築の提案

➢ 区内における災害時の連絡体制・患者搬送の仕組みを検討する。

➢ 各施設の災害対策の状況の確認

日本赤十字社医療センターでの災害ミーティングへの参加や、区担当者との定期
的な話し合いを踏まえ、今後、以下について検討していく。

更新

➢ 区内での災害対策講演会を開催、災害時の行動指針を策定する方針



区内透析施設には、約1,416名の透析患者（担送 194名、 護送 282名）が通院中。

区西南部ブロック③ （世田谷区）

区内透析施設に対する災害対策アンケート調査の実施①

➢ 区内で透析を実施している病院は４病院あり、いずれも貯水槽・自家発電設備は
あるが、透析治療に使用する用量には全く足りておらず、災害時透析拠点として
極めて脆弱である。 

区内透析施設21施設に対しアンケート調査を実施した（調査期間： 2024年8月6日
から31日まで）。全21施設中15施設より回答あり（回答率71.4％）。

➢ 一方で、約半数（7/15）の施設で、発電機の燃料、給水、物品や人的支援があ
れば、積極的に他院からの透析患者を受け入れると回答している。

調査結果



区西南部ブロック③ （世田谷区）

区内透析施設に対する災害対策アンケート調査の実施②

更新

明確になった課題

➢ 各施設で患者搬送の手段や通信手段の検討が必要

➢ グループ長の施設間同士や、区・保健所との連絡ツールが必要

➢ 除外車両の届出を行っておらず、災害時に実働可能な車がある施設には、 除外
車両の申請を行ってもらうよう依頼

➢ PD患者に関して、PD+HD併用療法の患者はHD患者と同様に対応し、 PD単
独の患者は自助により停電時でも自分でできるように指導する。

また、避難所では、PD患者であることを申し出て、バッグ交換を行う場所や
電源確保について避難所スタッフに相談するよう指導する。 

➢ 「世田谷区透析施設災害対策コアメンバー会議」を開催。会議には行政担当者
も参加

➢ 保健所にて「世田谷区災害医療初動対応の手引き(案)」の作成が検討されて
おり、透析医療についての記載を依頼

➢ 区（保健所）との連携が必要であり、どのように協議を進めるか検討し、具
体化していく。

【2025年度の取組】



区西南部ブロック④ （目黒区）

大規模災害に備えた災害時透析医療システムの構築

更新

2024年度 目黒区と災害時の透析医療に関する話し合いを開始

➢ これまで区内の各医療機関の連絡網が存在していなかったため、
目黒区透析医療機関連絡網(案)を作成

➢目黒区における災害発生時の透析医療継続における課題を確認

(水・電力の確保、患者搬送、行政-医療機関の連絡体制の確立など)

➢目黒区の災害対策の体制の確認、災害時医療体制・連携フローの共有

2025年度 医療機関側の連携を深めるためミーティングを開催

今後も定期的に実施していく予定

目黒区災害医療コーディネーター(東京医療センター救命救急科医師)に

も参加して頂く予定



①停電かつ断水の場合 ②停電がなく断水のみの場合
のそれぞれについて、以下の項目を算出

➢ 幹事病院以外の病院・診療所も含め、非常用電源・貯水槽の設置状況等から
      支援透析実施可能施設を抽出

区西部ブロック① （杉並区）

停電・断水のシミュレーション

透析実施可能施設において、ベッド数・施行クールから、１日実施可能人数を想
定し、区内の透析施設での実施可能人数の合計を算出

上記人数を踏まえ、中２日透析を前提に、
区内透析患者数のうち、区外に搬送の必要がある人数を算出



➢ 杉並区・地区医師会代表者と透析医療機関で「杉並区災害医療運営連絡協議会
災害時透析医療救護体制検討部会」を発足し、協議

➢ 区内施設の患者情報の集約方法・情報連携方法を整理

➢ 保健所の役割について調整

➢ 区内透析施設における、災害時の連絡手段の強化
（メーリングリスト、LINE WORKSを追加）

➢ 令和6年４月、「災害時における透析医療に関する行動指針」を策定

➢ 区から区内の全透析施設へIP無線・地域BWA※ Wi-Fiアクセスポイントの配布

※ 地域ＢＷＡ…2.5GHz 帯の周波数の電波を使用し、地域の公共の福祉の増進に寄与することを目的とした
電気通信業務用の無線システム。ＢＷＡはＢｒｏａｄｂａｎｄ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ａｃｃｅｓｓの略

区西部ブロック② （杉並区）

区災害時透析医療救護体制検討部会を設立し、行動指針を作成

⇒詳細は、区西部ブロック④「患者方法の集約・連携方法」を参照

更新



区西部ブロック③ （杉並区）

患者情報の集約・連携方法①

区内施設の患者情報の集約方法・情報連携方法を整理した。

1. Googleドライブにおいて、患者マッチングのための患者受入調整表を作成

2. 被災し透析ができない施設の患者調整方法を整理

3. 透析ができる施設での患者受入れの流れを整理

4. かかりつけ医療機関と連絡がとれない患者の動きを整理

5. 自施設が被災した場合のスタッフの動きを整理



区西部ブロック③ （杉並区）

患者情報の集約・連携方法②

1. 各透析施設が入力できるよう、Googleドライブにおいて、患者マッチング
のための患者受入調整表をスプレッドシートにて作成



区西部ブロック③ （杉並区）

患者情報の集約・連携方法③

2. 被災し透析ができない施設の患者調整方法

Googleドライブに支

援患者情報を入力
マッチング 患者連絡 送迎調整

※マッチングしない場合
は副ブロック長調整

3. 透析ができる施設での患者受入れの流れ

Googleドライブ上に、患

者受入れ表明を入力
マッチング

※マッチングしない場合は
副ブロック長調整

※送迎調整がつかない場
合は、保健所へ送迎調整
を依頼



透析申請書を記載す
る。申請書は平時に
配布しているが、救
援所にも準備あり

搬送

震災救援所の区職員が透析
申請書の内容を入力

区西部ブロック③ （杉並区）

患者情報の集約・連携方法④

4. かかりつけ医療機関と連絡がとれない患者の動き

参集

自宅居住可能

震災救援所透析申請
（※）

第二次救援所

参集

透析可能施設
直来可

自宅居住不能

区災害対策本部・
副ブロック長

※自分で申請に行けない独居の患者さんには

災害発災時の安否確認の仕組み「地域のたすけあいネットワーク（地域の手）」 への登録を勧める

【平時】関係機関（民生児童委員・警察署・消防署等）との情報共有、個別避難支援プランの作成
【発災時】安否確認・避難生活の支援 等

※区と区内外搬送事業者3社、
区内透析6施設と搬送協定締結あり

※指定行政機関車両として緊急通行車
両の標章と証明書を事前交付

（2023/9/1改正災対法）



区西部ブロック③ （杉並区）

災害時透析支援申込書
（震災救援所提出用・申請者控）



区西部ブロック③ （杉並区）

患者向け案内リーフレット（１）

⚫ 各透析施設で事前に啓発、配布

⚫ 各緊急医療救護所、震災救援所に設置

⚫ 区役所手続き時に配布

更新



区西部ブロック③ （杉並区）

患者向け案内リーフレット（２）

更新



区西部ブロック③ （杉並区）

患者情報の集約・連携方法⑤

5. 自施設が被災した場合のスタッフの動き

自施設が被災し、

透析不能

Google ドライブ上

でマッチング

●医師・看護師・臨床

工学技士を派遣（※）

●医療材料の提供

透析可能施設へ

※個人賠償責任加入（医療従事者
向けの対物賠償・対人賠償等の保
険）が必須条件

※マッチングしない場合
は副ブロック長調整



区西部ブロック④ （杉並区）

Googleドライブ等を用いた訓練の実施

➢ 区内透析医療機関（７か所）の担当者が、保健所に集合し、実際にパソコンを
使用して、Googleドライブを用いた災害訓練を実施した。

➢ Googleドライブを用いて、模擬患者の支援依頼と受入れ入力を行い、マッチ
ングの調整を行った。

➢ 訓練を通じて判明したGoogleドライブの問題点を協議

➢ IP無線による訓練は、毎月区主導で実施

更新



区西部ブロック⑤ （杉並区）

緊急通行車両への登録

杉並区と搬送

協定締結

緊急通行車両

登録

発災前に標章・

証明書を交付

【緊急通行車両の確認申出ができる車両】
緊急通行（輸送）車両として確認申出をするためには、下記項目の全てを満たすことが必要です。

緊急通行車両の確認申出（災害発生前）

災害応急対策に従事する指定行政機関等の車両については、災害発生前において、緊急通行車両であることの
確認を受け、標章と緊急通行（輸送）車両確認証明書の交付を受けることができます。

①災害対策基本法第50条第1項に定める災害応急対策に従事する車両 又は 大規模地震対策特別措置
法第21条第1項に定める地震防災応急対策に従事する車両 又は 原子力災害対策特別措置法第26条第
1項に定める緊急事態応急対策に従事する車両 又は 武力攻撃事態における国民の保護のための措置
に関する法律第2条第3項に定める国民の保護のための措置の対策に従事する車両
②指定行政機関等が、保有・調達する車両又は指定行政機関等と災害時の協定・契約を締結した企業・
団体等の車両
③東京都内に使用の本拠を有する車両

（警視庁ホームページより引用）

区と搬送協定を締結することで、緊急通行車両への登録が可能となるため、医療機関の車両
の登録を進める。

※ ５年ごとに申請



区西部ブロック⑥ （杉並区）

災害時透析医療救護体制の区内周知活動

➢ 医師会の理事会にて報告

➢ 震災救援所運営連絡会にて周知

➢ 訪問看護ステーション連絡会にて講演

➢ ケアマネジャー協議会にて講演

新規



区西部ブロック⑦ （中野区）

中野区災害時透析医療連携会議①

中野区災害時透析医療連携会議を設立した（令和5年6月21日）。

⚫ 構成メンバー

中野区役所防災危機管理課、中野区内全ての透析施設の医師、看護師、
臨床工学技士 ※ 会議は、構成メンバーだけでなく、事務職員も参加

⚫ 本会議における協議事項

1. 中野区における災害時透析医療マニュアルの作成

2. 透析患者情報の集約方法

3. 透析受け入れ調整方法

4. 透析患者の搬送手段

5. 電気及び水の確保

6. 透析資材の確保

その他、災害時透析医療に関する事項全般を総合的に検討する。

更新



区西部ブロック⑦ （中野区）

中野区災害時透析医療連携会議②

第２回 中野区災害時透析医療連携会議（令和5年9月28日開催）

➢ 発災時の中野区内での透析能力と支援透析人数の推測などについて検討。

➢ 東京電力の取り組みについて紹介。

➢ 透析資材の備蓄などについて検討

第３回 中野区災害時透析医療連携会議（令和6年1月31日開催）

➢ 透析患者情報収集と受け入れ施設割り振りの流れについて検討

第４回 中野区災害時透析医療連携会議（令和6年7月18日開催）

➢ 中野区内透析患者の想定避難所情報をもとに、透析患者情報収集と受け入れ施設割り振りの流れ
について検討。

第５回 中野区災害時透析医療連携会議（令和6年11月27日開催）

更新



区西部ブロック⑦ （中野区）

中野区災害時透析医療連携会議③

第６回 中野区災害時透析医療連携会議（令和7年6月4日開催）

➢ 発災時の透析患者情報収集方法について検討。

➢ 搬送手段について検討。

➢ 東京電力からの透析医療機関向け災害時停電対策のご紹介。

➢ 日本BCPからの燃料および水の配送サービスのご紹介。

➢ 発災時情報収集する透析患者対象範囲について再検討。

➢ 電力優先供給先の登録について検討。

第７回 中野区災害時透析医療連携会議（令和7年9月24日開催）

新規



区西部ブロック⑧ （中野区）

中野区における平時及び発災時の対応フロー①

平時での準備

① 各施設で「患者情報リスト」に記入し、適宜更新・確認調査を行う。

② 以下について、患者に必ず指導しておく。

1. 透析患者カードを常時携帯する。（災害時の透析実施に必須です）

2. 予めご本人、ご家族、ケアマネ間で自宅から避難所および透析施設への搬送について

決めておくよう指導する。

3. 発災時は災害伝言ダイアルを聞く。

4. 発災時は避難所に行く。

※平時にスタッフが患者から想定避難所を聴取し、患者情報リストに記入しておく。

⇒「患者情報リスト」は次スライド参照

③ 搬送ルートを考慮し、避難所ごとに受入れ担当透析施設を決めておく（予定）。
  担当透析施設が被災し透析不可となった場合は、別の施設に割り振る。



区西部ブロック⑧ （中野区）

中野区における平時及び発災時の対応フロー②

患者情報リスト

透析施設において平時に作成し、発災時、透析施設と避難所で、滞在避難所・最終透析日・透析緊急性等を記載する。

滞在場所、氏名、生年月日、性別、住所、最終透析日、発災時施設内にいて緊急に（追加）透析を要するか、
発災時施設内にいて翌日までに（追加）透析を要するか、シャント閉塞、自立度、介助者の有無、透析患者カード携帯の有無、
感染症、アレルギー、在籍透析施設、連絡先、在籍透析施設での入力日と入力者名、避難所での入力日と入力者名、
決定した透析受入れ施設と決定日と入力者名、受入れ透析施設への来院日時、受入れ透析施設での透析実施日と入力者名。

※ 下線項目を除き、透析施設において平時に記入しておく。

更新



区西部ブロック⑧ （中野区）

中野区における平時及び発災時の対応フロー③

平時での準備

④ 支援透析マニュアル・透析スタッフ受入れマニュアルの作成

受入れ施設のスタッフだけで支援透析を実施するのは極めて困難なため、他施設のス
タッフの支援が重要となることから、平時から支援透析実施のためのマニュアルを、各施
設で作成しておく。

なお、他施設のスタッフが透析機器を使用することが難しい場合もあるため、体重測定、
血圧測定、患者誘導・搬送、ベッド清掃などを中心に行う。

発災時

① 各施設において、スタッフが災害伝言ダイヤルに、透析可否の情報を録音する。
自施設で透析できる場合
「クリニックで透析できます。ご自身の予定の透析曜日と時間に来院してください。

自力で来院できない場合は避難所に行き、透析患者であることを伝えて下さい。」

自施設で透析できない場合
「クリニックは被災して透析ができない状況です。

本人または家族が近隣の避難所へ行き透析患者であることを伝えて下さい。」

録音内容をあらか
じめ決めておく



区西部ブロック⑧ （中野区）

中野区における平時及び発災時の対応フロー④

② 以下の流れにより、患者情報を収集し、受入施設を決定する。

患者情報リスト
災害時情報送信票

患者情報リスト
（全透析施設）

患者情報リスト
（全避難所）

患者情報リスト
【受入れ施設決定】

患者情報リスト
【受入れ施設日時決定】

各施設

副ブロック長 副ブロック長代理

区担当者

受入れ透析施設

各避難所

区担当者

副ブロック長

副ブロック長

区担当者

各施設

副ブロック長

区担当者

各避難所

※搬送可否の確認

※受入れの最終確認

※メール不可の場合はUSBを運ぶ、電話不可の場合はMCA無線や衛星電話を使用する

※搬送計画作成

緊急透析の必要性・最終透析日を追記

被災状況・透析可否
を入力

避難場所を記入する

※透析のための来院日時を記入

※避難所担当者から、避難所または自宅に滞在する患者に集合日時を連絡

更新



区西部ブロック⑧ （中野区）

中野区における平時及び発災時の対応フロー⑤

災害時情報送信票（中野区版） 施設名

住所

電話（複数可）

メール（複数可）

ファックス（複数可）

登録担当者名（複数）

被災状況

施設被災状況

停電の有無

断水の有無

透析機器関連使用可能

状況（手書き）

最終透析日 人数

発災時施設内にいて、緊急に（追加）透析を要する (例7/18)

発災時施設内にいて、翌日までに（追加）透析を要する (例7/18)

最終透析日が3日前 (例7/15)

最終透析日が2日前 (例7/16)

最終透析日が1日前 (例7/17)

最終透析日が発災日で透析終了している (例7/18)

その他

受け入れ可能日 人数

その他連絡事項

（手書き）

災害時情報送信票 中野区版

透析受け入れ可能人数

支援透析依頼人数

有、無 から選択
有、無 から選択

被災無、部分破損、施設半壊、施設全壊から選択
透析可、透析不可から選択

⚫ 発災直後、緊急に大量の患者の1回目の
透析を区内で行うために、必要な項目
を整理し、中野区版を作成。

⚫ 発災直後はこちらに入力し、副ブロッ
ク長に送付する。

⚫ 区外へ支援透析を依頼する場合は、都
保健医療局の災害時情報送信票を使用
する。



区西部ブロック⑧ （中野区）

中野区における平時及び発災時の対応フロー⑥

更新

③ 受入れ施設決定後の流れ

2. 透析依頼元のスタッフは、ダイアライザー・回路・針・ヘパリン・透析患者個人票等（・停電断水
下で給水や非常用電源で透析を実施するときは生食も）を可能な範囲で受入れ施設に持参する。

※自施設の患者が多く受け入れられた施設へ行く。

3. 受入れ施設において透析依頼元のスタッフは、体重測定、血圧測定、患者誘導・搬送、ベッド清掃、
在籍透析患者であれば患者情報の共有・穿刺等を実施する。透析スタッフ受入れマニュアルに従い
透析機器も扱う。

4. 受入れ施設は、透析を実施したら患者情報リストに実施日を入力し、１日１回副ブロック長に送る。

5. 副ブロック長は透析予定日を過ぎた透析未実施の患者がいないかを確認し、必要に応じて受入れ施
設に確認する。

6. 透析施設・避難所から1回目の透析患者情報収集が行われた後に、新たな透析患者情報があった場
合、1日ごとに区切って上記の行程を繰り返す。避難所で状態悪化がみられた場合、医療班経由で
副ブロック長に連絡する。

7. 区内で受入れ先が見つからない場合、副ブロック長（又は副ブロック長代理）が区西部ブロック長
に区外での支援透析を依頼する。

1. 受入れ施設で透析を実施する。透析時間と透析液流量は災害時条件で行う。



区西部ブロック⑨ （新宿区）

新宿区災害時透析医療連携の会における検討①

⚫ 参加者

・新宿区（健康部健康政策課・危機管理担当部地域防災担当）
・区内透析施設（19施設）

⚫ 協議内容

・区西部ブロック長・若井先生より新宿区災害時透析医療への提言がなされ、
これに基づいて、行政と新宿区災害時透析医療ネットワークによる協議が行わ
れた。

・新宿区における災害時透析医療体制について検討した。

・新宿区災害時透析医療確保の行動指針を作成していくことを確認した。

⇒詳細は、区西部ブロック⑨「新宿区における災害時透析医療体制（案）」を参照

⚫ 開催日時 令和6年８月29日（木）18時30分～19時30分



区西部ブロック⑨ （新宿区）

新宿区災害時透析医療連携の会における検討②

➢ 行動指針の作成

• 新宿区災害時透析医療確保の行動指針は、新宿区災害時透析医療ネットワークが主体と
なって作成し、これを新宿区が承認する形で策定する方向とする。

➢ 発災時の連絡フロー

• 発災時には、各透析施設の維持透析患者は維持透析施設に連絡する。
• 当該施設で透析が不可能な場合、当該施設から紐づいている災害時維持透析患者受け入れ

施設に連絡して、維持透析を依頼する。
• 新宿区民でない帰宅困難者や、維持透析先に連絡が取れない患者は、区施設（調整中）で

手続きを行う予定。

⚫ 新宿区と新宿区災害時透析医療ネットワークが打ち合わせを行い（2024
年12月13日） 、以下について議論

➢ 搬送について

• 発災時の患者の搬送については、維持透析施設が保有する送迎車を活用する予定。



区西部ブロック⑩ （新宿区）

新宿区における災害時透析医療体制（案）

新宿区内の透析施設を、①AKI・急性血液浄化を担当する施設、②入院透析を担当する施設、③災害時
維持透析患者受け入れ施設にあらかじめ分類し、それぞれの役割に応じた活動を行う。

このうち、③災害時維持透析患者受け入れ施設に、自家発電や貯水槽のない施設の紐づけを行い、発災
時には災害時維持透析患者受け入れ施設が患者受け入れを担当する。

A病院 B病院 C病院 D病院 E病院 F病院 H病院 Iクリニック Jクリニック

Kクリニック Lクリニック Mクリニック Nクリニック Oクリニック Pクリニック

Qクリニック Rクリニック Sクリニック

Tクリニック Uクリニック

維持透析

AKIなど急性期 入院透析

災害時維持透析患者受け入れ施設



区西北部ブロック① （練馬区）

災害時における透析医療確保に関する連絡会の設置

区内透析医療機関・患者会・患者搬送団体・行政による連絡会を発足し、実効性の

ある施策を検討

⚫ 透析医療機関、透析患者、透析患者搬送団体、練馬区それぞれの平時からの準備、

発災時の具体的行動等を示した「災害時における透析医療確保に関する行動

指針」を策定（練馬区地域医療担当部地域医療課発行）

⚫ 患者搬送団体との協定締結

指針策定後も、定期的に意見交換会を開催

• 災害時における協定事業者の活動の確認（搬送依頼・ガソリン優先供給）
• 優先車両登録と稼働方法について（災害時の緊急通行車両と燃料優先供給マニュアルの読み合わせ

など）
• 救護訓練への参加
• 避難拠点での情報提供
• 避難拠点での食事・薬剤提供 など

⇒詳細は、区西北部ブロック②「災害時における透析
医療確保に関する行動指針の作成」を参照



区西北部ブロック② （練馬区）

災害時における透析医療確保に関する行動指針の作成①

⚫ 平常時からの準備

透析医療機関
・初期対応や患者への連絡方法、職員態勢の確立等についてマニュアル化

・災害時優先電話等の通信手段を整備、水や医薬品等の物資を備蓄

透析患者

・災害時透析カードなど発災時に携帯するものを準備

・透析情報の収集場所となる、近隣の避難拠点（小中学校）をあらかじ

め確認

患者搬送団体
・透析医療機関のマニュアルを参考に、搬送方法等について医療機関と

調整

練馬区 ・災害時訓練を通じて指針の内容を検証し、不断に見直し



区西北部ブロック② （練馬区）

⚫ 発災時の具体的行動

かかりつけ透析医療機関の情報を収集することや透析医療機関への移動手段を確保

透析医療確保活動における各ステップの目標

1. 情報収集および伝達 ・・・ 透析医療機関の被害状況、透析可否状況を共有

3. 患者の搬送 ・・・ 災害時の交通手段を確保

2. 透析患者受け入れ調整
・・・ 透析が受けられない患者を他の医療機関で受け入れるように調整

透析医療機関の行動

自らの施設の被害状況、透析可否を患者に伝える。
透析が不可能になった場合、他透析医療機関と患者に受け入れ調整を行う。

透析患者の活動

災害時における透析医療確保に関する行動指針の作成②



区西北部ブロック② （練馬区）

災害時における透析医療確保に関する行動指針の作成③

⚫ 透析医療確保の行動指針

①情報の収集及び伝達 ②患者の受け入れ調整 ③患者の搬送

透析医療機関

1. 透析の可否を患者や搬送団体に伝達

2. 日本透析医会ネット上で受入れ調整

3. 搬送団体や区と連携し、通院や搬送を支援

透析患者

1. 避難拠点等で情報収集

患者搬送団体

1. 医療機関の被害状況の把握

2. 受入医療機関と連携し搬送ルート等の検討

区

1. 情報を収集し、避難拠点で掲示

2. 受入れ情報状況を確認

3. 搬送団体や区と連携し、通院や搬送を支援

3. 受入医療機関へ搬送、区の要請に基づき専門
医療拠点病院に緊急搬送

2. 次回までの長期化を想定し、塩分やカリ
ウムの摂取等に注意

3. 医療機関や搬送団体と連絡をとり、通院
手段を確認



区東北部ブロック① （葛飾区、荒川区、足立区）

行政や医師会との連携

ブロック長、副ブロック長、ブロック内３区の災害担当者による連携会議を開催し、透析

施設・患者・避難所の役割を整理

→ブロック内の透析施設の医師・看護師・臨床工学技士などが参加したWEB会議で周知

➢ 避難所に透析患者向けのポスターを掲示し、通院透析施設への連絡を促す。

※ 連絡手段がない場合は、避難所に設置した特設公衆電話を利用してもらう。

➢ 特設公衆電話も使用できず、通院透析施設へ連絡できない場合は、

透析患者の情報を収集し、無線により副ブロック長へ連絡する。

➢ 災害時、超急性期における情報配信(共有)システム構築

➢ ケアマネジャーや地域包括支援センター等との協力・連携

➢ 各区ごとに医療救護訓練を実施

➢ 災害時における緊急通行車両等の申請手続について周知

更新



区東北部ブロック② （荒川区）

発災直後の避難所等における透析患者対応の整理①

⚫ 避難所における透析患者への対応

➢ 避難所受付等においてポスターを貼付し、医療機関への連絡を促す

➢ 連絡手段を持参していない場合、特設公衆電話の使用を促す

※あらかじめ施設名を記したポスターを避難所の備蓄倉庫に配備予定

※災害時は区内透析医療機関の連絡先一覧を記載したチラシを避難所・緊急医療救護
所等に配備するとともに、平時から各医療機関にて透析患者に配付する

➢ 特設公衆電話が使用不可の場合は、透析患者確認票（仮称）を記入してもらい、
記入内容をもとに、避難所運営スタッフが無線機により副ブロック長へ報告する

上記および透析医療ネットワークと区との協議を踏まえ、「荒川区災害時透析患者
対応マニュアル」の作成に向けて検討中

※ポスター・透析患者確認票は次頁、チラシは50頁参照



区東北部ブロック② （荒川区）

発災直後の避難所等における透析患者対応の整理②

避難所に貼付するポスター 透析患者確認票



区内透析医療機関の連絡先一覧を記載したチラシ

区東北部ブロック② （荒川区）

発災直後の避難所等における透析患者対応の整理③

表 裏



➢ 区外居住者が利用することを想定しているが、基本的な対応方針は、緊急医療救護所
における軽症者と同様とする。

区東北部ブロック② （荒川区）

発災直後の避難所等における透析患者対応の整理④

⚫ その他の施設における透析患者の対応

➢ 連絡手段（携帯電話等）を
持っている場合

緊急医療救護所

透析患者が軽症である場合

自らで医療機関に連絡をとるよう促す

➢ 連絡手段（携帯電話等）を
持っていない場合

一次避難所での特設公衆電話の使用を案内

透析患者が中等症者・重症である場合

➢ 災害拠点連携病院、災害拠点病院、医師会等関係機関と調整する必要あり （今後の課題）

帰宅困難者一時滞在施設



緊急医療救護所貼付ポスター

区東北部ブロック② （荒川区）

発災直後の避難所等における透析患者対応の整理⑤



区東北部ブロック③ （葛飾区）

行政計画への明記

➢ 葛飾区災害医療救護計画に「特殊医療」として、透析医療に関して記載

➢ 区の災害医療救護活動における４ブロックに、透析患者の振り分け（マッチ
ング）を担当する病院（透析調整拠点病院、透析調整担当病院）を指定。
透析調整拠点病院は、区内全体の受け入れ等についても調整する。

更新



区東北部ブロック④ （葛飾区）

IP無線の配備及び公衆無線LANサービスの提供

〇地域BWAシステム（※）を活用し、一部公共施設において
公衆無線LANサービスを提供

（※）地域BWA（広帯域移動無線アクセス）システム：

地域の公共の福祉の増進に寄与すること等を目的に国が導入した地域限定の
無線ネットワークシステムのこと

新規

〇災害対策用IP無線（個別の通信が可能）
→災害拠点病院、災害拠点連携病院、災害医療支援病院、

避難所などに配備

➢ 公衆無線LANに接続できる通信端末があれば、誰でも無料で利用可能

➢ 利用にあたっては、SNS（Facebook、X(旧Twitter)、LINE、YAHOO!）の
アカウントまたはメールアドレスの登録が必要

➢ 接続時間は1回当たり30分まで、接続回数は1日5回まで

➢ 葛飾区区役所や地区センターおよび避難所等で使用が可能



区東北部ブロック⑤ （葛飾区）

Googleスプレッドシートによる情報共有

新規

➢ 透析医療機関の情報共有（災害時用）
自院での透析可否・透析患者の方との連絡状況等を把握し、マッチングを
検討する。



区東北部ブロック⑥ （足立区）

ＩＣＴシステムを活用した情報共有

➢ 発災時の連絡手段としてMCS（メディカルケアステーション）を活用

※MCS：携帯端末やタブレット端末による完全非公開型医療介護専用 SNS

新規



区東北部ブロック⑦ （足立区）

透析患者の搬送訓練

名称：令和７年度荒川下流防災施設現地実動訓練
日程：令和７年１０月２６日（日）
場所：足立区（新田緊急用船着場）

→船を実際に使用して透析患者の搬送訓練等を実施

新規

一般財団法人河川情報センター作成資料



区東部ブロック① （江東区、墨田区、江戸川区）

情報連絡体制の強化・
ブロック内透析施設における災害対策の状況の確認

➢ ブロック内透析施設における災害対策の状況についてアンケート調査を行う。

アンケート項目

 透析装置等の転倒防止対策

 緊急時対応物品等の整備と設置

 医薬品・医療器材等の備蓄

 災害時に備えた患者・家族への指導及び連絡の確保

 各施設での災害時マニュアルの作成状況

➢ 緊急時の連絡網として、ブロック内の区ごとのメーリングリストを作成し、

情報連絡体制の強化を行う。



区東部ブロック② （江東区）

災害時の透析医療情報連絡フロー①

【基本的な流れ（かかりつけ透析医療機関と連絡が取れないケース）

① 透析患者・家族から避難所や緊急医療救護所等を通じて支援申出
② 区は、透析患者の情報を副ブロック長に共有し、受入医療機関の調整を依頼
③ 副ブロック長は、受入先医療機関や受診方法などの調整を行う
④ 副ブロック長は、調整結果を区に共有する
⑤ 区は、搬送が必要な患者であれば協定先の個人タクシー協会と搬送調整を行う
⑥ 搬送を含め透析医療機関や受診日時等の情報を患者に伝達

新規



区東部ブロック② （江東区）

災害時の透析医療情報連絡フロー②

新規

江東区災害時

透析支援申込書



区東部ブロック③ （墨田区）

自治体の取り組み

➢ 2025年3月6日に、墨田区透析災害対策セミナーを実施

➢ 区内透析医療機関代表者のメーリングリストを作成し、透析災害医療を検討す

るための連絡体制を整備

➢ 区内透析医療機関において患者さんの分布や災害対策などのアンケートを実施

（アンケート項目）

・患者さんの区内居住地域、通院方法

・災害時の情報収集、通信手段

・災害時の患者さんとの情報共有手段

・災害時マニュアルの有無 など

新規

➢ 墨田区医療連携推進協議会の専門部会として、墨田区、医師会、薬剤師会、

区内透析医療機関で第一回災害時透析医療ネットワーク体制整備検討会を開

催し、マニュアル作成の方向性を検討



三多摩腎疾患治療医会 （多摩地域全域）

情報連絡体制の強化

➢ 災害対策、COVID-19対応など、緊急時の連絡網として使用しているメーリングリ
スト（※）に関して、変更・追加などアップデートし整備。

➢ 令和６年度に、DIEMASの高次機能を使用した訓練を、三多摩内の2ブロック
（南多摩及び北多摩北部ブロック）で実施した。また、令和６年度中に他の3ブ
ロックでもブロック内訓練を実施できるよう、令和6年11月24日にDIEMASマッ
チング研修会を各ブロック長の医師と担当の臨床工学技士を対象に実施した。

※ 三多摩腎疾患治療医会本部と5ブロック長とのメーリングリスト及び各ブロック単位
での緊急時メーリングリスト

➢ 三多摩の災害対策臨床工学技士会を整備し発展させた。

➢ ブロック長の交代に伴い、MCA無線の配置調整を実施。

➢ MCA無線訓練を年に複数回実施。

➢ 有床施設のみを対象とする受入れ情報共有に対応すべく、三多摩腎疾患治療医会
の有床施設のみのメーリングリストを確立し、実際に情報伝達訓練で使用した。



南多摩ブロック① （八王子市）

市内における災害時情報連絡体制の確立

➢ 透析医療機関、市役所、保健所からなる、災害時透析医療委員会を設置

➢ 医療機関（幹事施設）と市役所間で、web会議を開催

➢ 発災時に市役所に設置される医療救護活動拠点本部に参集する医師を任命

➢ ブロック全体を調整するブロック長の他に、委員長、医師会連携担当を任命

➢ 幹事施設を指定し、それぞれに透析医療機関を紐づけ

➢ 幹事施設におけるスタッフ間の交流促進



南多摩ブロック② （稲城市）

地域ネットワークでの災害対策協議会の開催

➢ 透析医療機関と市役所が参加する会議体「稲城災害時透析地域ネットワーク」を、
リモートにて実施した。

参加者
市内の透析施設だけでなく、近隣の多摩市・府中市でつながりの

ある透析施設と、稲城市健康課・稲城市防災課が参加

実施内容
各施設・各部署での災害対策に関する取り組みの報告会と顔合わせ。

今後、情報伝達訓練などを実施する計画について協議



北多摩北部ブロック （東村山市・小平市・清瀬市・西東京市・東久留米市）

ブロック内透析施設における災害準備状況アンケートの実施

➢ ブロック内透析施設における災害準備状況（透析用物品の備蓄、透析用水の
確保、非常用電源の確保等）についてアンケートを実施。

アンケート項目

 維持透析患者数（HD、PD）

 災害用透析物品の備蓄状況（日分）

 非常時における透析用水の確保状況

 非常時における透析用電力の確保状況

 市ごとの災害時透析医療機関ネットワークの整備状況



北多摩西部ブロック（立川市、昭島市、国分寺市、国立市、東大和市、武蔵村山市）

二次保健医療圏内における災害医療の通信訓練の実施①

➢ 通信手段の確認と問題点の抽出を目的として、二次保健医療圏（ブロック）の
災害時連絡網を用いた災害医療全体の通信訓練を、年２回実施している。

➢ 参加施設はシナリオ（多摩直下型地震など）に沿って被害想定を行い、情報収
集をWebノロ、WEBEX、EMIS、Tokyo DIEMAS、直接連絡（防災無線、衛
星電話）等を通して行う。

➢ 参加施設
各市災害担当部門、災害拠点病院、災害拠点連携病院、災害医療支援病院、
産科医療機関、透析医療機関

透析医療機関だけでなく災害医療全体として行う訓練において、
Tokyo DIEMASを用いた訓練を実施

➢ 二次医療圏医療対策拠点はWEBEXの通信確立後に音声を常時ONとし、活動を
配信し、各市・災害拠点病院・保健所をメンバーとするミーティングを開催、
配信する。ミーティングはDMATなどで使用されている「現状分析と課題シー
ト」（次頁に掲載）をたたき台として使用

更新



北多摩西部ブロック（立川市、昭島市、国分寺市、国立市、東大和市、武蔵村山市）

二次保健医療圏内における災害医療の通信訓練の実施②

新規

DMAT事務局HPより：http://www.dmat.jp/taiindocuments/taiin.html

http://www.dmat.jp/taiindocuments/taiin.html


北多摩南部ブロック（武蔵野市）

市内の全透析施設の通院状況や備蓄状況調査の実施

➢ 今後、各自治体が他自治体患者の対応にどの程度協力できるかの確認を要する。

自治体間の足並みを揃えるために、多摩府中保健所への協力依頼も検討する。

➢ 通院実態の把握とブロック内の備蓄状況を把握するため、北多摩南部ブロック

全体に対し同様のアンケートを実施

新規

・市をまたいだ通院患者が多く，災害時の対応範囲は市の境界や医療圏境を跨ぐ

可能性がある。

【調査結果】

・停電時に透析が実施可能な施設が１病院のみで、災害拠点病院かつ緊急医療救

護所の設置場所でもあるため、問い合わせが集中する可能性がある。



東京都災害時透析看護の会

透析室における災害発生時の初動対応①

➢ 災害時に透析室で必要な初動対応についてまとめ、発災時に誰でも初動対応がと

れるよう、初動対応の助けとなるツール「アクションカード」を作成

➢ 職種別、場所別、役割別のアクションカードのうち、職種別を下記に例示

詳細は、東京都透析医会HPに掲載
（https://tokyo-touseki-ikai.com/topics.php#19100433）

https://tokyo-touseki-ikai.com/topics.php#19100433
https://tokyo-touseki-ikai.com/topics.php#19100433
https://tokyo-touseki-ikai.com/topics.php#19100433
https://tokyo-touseki-ikai.com/topics.php#19100433
https://tokyo-touseki-ikai.com/topics.php#19100433


東京都災害時透析看護の会

透析室における災害発生時の初動対応②



東京都災害時透析看護の会

透析室における災害発生時の初動対応③



東京都災害時透析看護の会

透析室における災害発生時の初動対応④



災害時透析医療ネットワーク①

新型コロナウイルス陽性透析患者の透析医療確保

➢ 災害時透析医療ネットワークによる臨時の医療施設における透析医療の提供

（医師・臨床工学技士の派遣、透析医療に関する助言・指導）

➢ 災害時透析医療ネットワークによる東京都の新型コロナウイルス陽性透析患者の

医療提供体制への助言

➢ 第６波以降の新型コロナウイルス感染症の重症度に応じた透析医療提供の役割分

担（病院、診療所）において、東京都透析医療アドバイザー、各ブロック長等に

よる、外来透析未実施施設に対する助言・指導の実施

➢ 災害時透析医療ネットワークによる都内透析医療機関に対する研修の実施

（感染対策、新型コロナウイルスに感染した透析患者の管理等）



災害時透析医療ネットワーク②

新型コロナウイルス陽性透析患者の入院調整①

➢ 区南部と大田区保健所が、Googleドライブ内にスプレッドシートで作成したリアルタイム

集計表を、新型コロナ感染透析患者の把握、透析・入院の受入れ調整のため共有し運用。

⚫ 区南部ブロック（大田区）

リアルタイム集計表

令和5年3月時点



災害時透析医療ネットワーク②

新型コロナウイルス陽性透析患者の入院調整②

➢ ウェブ上のGoogleスプレッドシートを用いて、ブロック内透析施設の感染透析患者入院
受入れ数、追加入院可能な数、下り搬送可能な数などを、ブロック内透析施設・保健所・
都調整本部がリアルタイムに共有

⚫ 区東北部ブロック

➢ ブロック内透析施設において、上り担当と下り担当の役割を明確化し、下り搬送受け入れ
施設を拡充

➢ コロナ陽性透析患者の入院調整において、西多摩＋南多摩ブロックの広域医療圏にて調整
を実施

⚫ 西多摩＋南多摩ブロック

➢ ブロック内で感染透析患者の入院受入れ病院、保健所、調整本部とのメーリングリストを
作成し、空床情報を共有

➢ 上記３ブロックの広域医療圏において入院調整を実施

⚫ 北多摩西部＋北多摩北部＋北多摩南部ブロック

➢ ブロック内で感染透析患者の入院受入れ病院、保健所、調整本部とのメーリングリストを
作成し、空床情報を共有

令和5年3月時点
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